この申立書の写しは、法律の定めにより、申立ての内容を知らせるため、相手方に送付されます。
この申立書とともに相手方送付用のコピーを提出してください。

【別紙】
「国際的な子の奪取の民事上の側面に関する条約の実施に関する法律」（以下「ハーグ条約実施法」といいます。）に基づいて東京家庭裁判所に面会交流調停（審判）を申し立てる場合には、以下の□の部分のうち該当するものにチェックし、空欄部分に必要事項を記入し、面会交流調停（審判）の申立書の別紙として必ず添付して下さい。

　
	ハーグ条約実施法に基づく申立ての理由

	ハーグ条約実施法１４８条該当事由

	· 外国返還援助決定を受けている

援助決定を受けた年月日：令和　　年　　月　　日

外務省案件番号：Ａ－　　　　　　　　　　　
· 日本国面会交流援助決定を受けている
援助決定を受けた年月日：令和　　年　　月　　日

外務省案件番号：Ｃ－　　　　　　　　　　　
· 子の返還の申立てをしている
申立て年月日：令和　　年　　月　　日

申立て裁判所：　　　　　家庭裁判所



	東京家庭裁判所に申立てをした理由

	※相手方の住所地を管轄する家庭裁判所（調停の場合）又は子の住所地を管轄する家庭裁判所（審判の場合）ではなく、東京家庭裁判所に申立てをした理由を記載してください。
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